
(57)【要約】

【課題】デラミボトル容器における外層壜頚部に穿孔の

通気孔が課する内、外層間の等気圧維持・漏気阻止機構

の難題を解決する。

【解決手段】外層１ｂの頚部２穿孔の通気孔３に、外気

の流入は許容するが漏気は許容しない逆止弁６を備え、

かつ、内層１ａの頚部４を開脚７ａの突き出しをもって

所定代押し戻して、常時胴部５へ連なる通路８を確保す

るとしたエアーバルブセット７を装備するとして、キャ

ップ形成部材に課せられてきたこれまでの高い成型精度

を不必要とすると共に確実な胴部５への吸気通路を保証

した。

【選択図】　　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 層 １ ｂ の 頚 部 ２ に 穿 孔 の 通 気 孔 ３ に 、 外 気 の 流 入 は 許 容 す る が 漏 気 は 許 容 し な い 逆 止 弁
６ を 備 え 、 か つ 、 内 層 １ ａ の 頚 部 ４ を 開 脚 ７ ａ の 突 き 出 し を も っ て 所 定 代 押 し 戻 し て 、 常
時 胴 部 ５ へ 連 な る 通 路 ８ を 確 保 す る と し た エ ア ー バ ル ブ セ ッ ト ７ を 装 備 す る と し た 、 デ ラ
ミ ボ ト ル 容 器 に お け る 内 、 外 層 間 の 等 気 圧 維 持 ・ 漏 気 阻 止 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
エ ア ー バ ル ブ セ ッ ト ７ の 外 気 の 流 入 は 許 容 す る が 漏 気 は 許 容 し な い 逆 止 弁 ６ を 、 弁 座 １ ２
中 央 に 、 先 端 太 径 の 、 周 辺 に 通 気 ス リ ッ ト 溝 １ ３ を 縦 刻 設 の ポ ー ル １ ４ を 立 設 の 弁 １ ５ を
、 セ ッ ト フ レ ー ム １ ６ の 弁 装 着 用 貫 通 孔 １ ７ の 下 半 細 径 部 １ ８ に 所 定 代 往 復 変 位 可 能 に 係
嵌 装 し た 構 成 と し た 、 請 求 項 １ 記 載 の デ ラ ミ ボ ト ル 容 器 に お け る 内 、 外 層 間 の 等 気 圧 維 持
・ 漏 気 阻 止 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
エ ア ー バ ル ブ セ ッ ト ７ の 外 気 の 流 入 は 許 容 す る が 漏 気 は 許 容 し な い 逆 止 弁 ６ を 、 セ ッ ト フ
レ ー ム １ ９ の 弁 装 着 用 貫 通 孔 ２ ０ を 、 天 蓋 ２ １ 中 央 の 細 径 孔 ２ ２ と 天 蓋 下 部 の 太 径 孔 ２ ３
と か ら な る も の と し 、 当 該 貫 通 孔 ２ ０ に 、 天 端 に 該 細 径 孔 ２ ２ を 塞 ぐ 片 持 ち 舌 片 ２ ４ を 配
設 の 有 天 筒 体 ２ ５ を 係 嵌 装 し た 構 成 と し た 、 請 求 項 １ 記 載 の デ ラ ミ ボ ト ル 容 器 に お け る 内
、 外 層 間 の 等 気 圧 維 持 ・ 漏 気 阻 止 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
エ ア ー バ ル ブ セ ッ ト ７ の 外 気 の 流 入 は 許 容 す る が 漏 気 は 許 容 し な い 逆 止 弁 ６ を 、 セ ッ ト フ
レ ー ム ２ ６ の 弁 装 着 用 貫 通 孔 ２ ７ を 、 天 蓋 ２ ８ 中 央 の 細 径 孔 ２ ９ と 天 蓋 ２ ８ 下 部 の 太 径 孔
３ ０ と か ら 成 る も の と し 、 当 該 細 径 孔 ２ ９ 下 端 弁 座 ３ １ か ら 僅 か 下 方 の 該 太 径 孔 ３ ０ 内 周
壁 に 間 隔 配 設 に て 弁 受 け ３ ２ を 穿 設 し 、 当 該 弁 受 け ３ ２ 上 に フ ィ ル ム 弁 ３ ３ を 搭 載 し た 構
成 と し た 、 請 求 項 １ 記 載 の デ ラ ミ ボ ト ル 容 器 に お け る 内 、 外 層 間 の 等 気 圧 維 持 ・ 漏 気 阻 止
機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 所 謂 デ ラ ミ ボ ト ル 容 器 に お け る 内 、 外 層 間 の 等 気 圧 維 持 ・ 漏 気 阻 止 機 構 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
合 成 樹 脂 製 ブ ロ ー 成 形 壜 体 を 、 定 形 の 外 殻 を 形 成 す る 外 層 内 に 、 変 形 自 在 な 内 袋 を 形 成 す
る 内 層 を 剥 離 自 在 に 積 層 し て 構 成 し て 、 該 内 層 内 に 収 納 さ れ た 外 気 の 侵 入 接 触 を 嫌 う 内 溶
液 が 注 出 さ れ て 、 当 該 嫌 気 溶 液 の た め に 、 注 出 口 に 配 設 の 内 溶 液 の 注 出 は 可 能 で 、 外 気 の
侵 入 は 阻 止 す る と こ ろ の 逆 止 弁 に よ っ て 、 内 層 が 形 成 す る 内 袋 が 復 帰 す る こ と な く 容 積 減
少 変 形 す る 際 に 、 該 外 層 の 復 帰 に 伴 な う 内 、 外 層 間 に 発 生 す る 負 圧 を 通 常 該 外 層 の 壜 頚 基
部 に 穿 孔 さ れ る 通 気 孔 を 介 し て 外 気 の 注 入 で も っ て す み や か に 等 気 圧 化 し 、 か つ 、 再 度 の
内 溶 液 押 し 出 し 操 作 に 伴 う 内 袋 の 容 積 減 少 変 形 に 際 し て は 内 、 外 層 間 に 存 在 の 空 気 の 漏 出
を 阻 止 し た 状 態 で 、 す み や か な る 内 溶 液 の 押 し 出 し を 可 能 と し た 所 謂 デ ラ ミ ボ ト ル 容 器 が
、 例 え ば 化 粧 品 、 ケ チ ャ ッ プ 等 の 食 品 に 多 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 す る 等 気 圧 維 持 ・ 漏 気 阻 止 機 構 は 、 通 常 、 前 記 注 出 口 を 構 成 す る キ ャ ッ プ 形 成 部 材 の
上 方 部 に 外 気 の 流 入 は 許 容 す る が 漏 気 は 許 容 し な い 逆 止 弁 を 備 え た 吸 気 孔 を 目 立 た な い 態
様 を も っ て 配 設 す る と 共 に 当 該 吸 気 口 と 前 記 通 気 孔 と を 漏 気 の な い 通 路 を 介 し て 連 絡 す る
こ と で 達 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
よ っ て 、 通 気 孔 を 化 粧 被 覆 す る 役 割 を 有 す る キ ャ ッ プ 形 成 部 材 は 、 単 に 外 部 か ら の 視 認 を
不 可 と す る の み で な く 、 通 気 孔 前 の 空 間 を 密 に シ ー ル し て 仕 切 り 得 る も の で あ ら ね ば な ら
な い 。 さ ら に 、 漏 気 の な い 精 度 の 高 い 通 路 成 型 が 要 求 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
前 記 の 通 気 孔 は 図 １ １ に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
す な わ ち 、 図 に お い て 、 １ は デ ラ ミ ボ ト ル 容 器 の 壜 本 体 で 、 ブ ロ ー 成 形 に な る 内 層 １ ａ 、
外 層 １ ｂ か ら 成 り 、 当 該 外 層 １ ｂ の 壜 頚 基 部 ２ に 通 気 孔 ３ が 穿 孔 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
既 述 し た 如 く 、 図 示 省 略 の キ ャ ッ プ 形 成 部 材 の 当 該 通 気 孔 ３ の 前 方 空 間 は 、 密 に シ ー ル さ
れ た も の で あ ら ね ば な ら な い の で 、 図 示 省 略 の キ ャ ッ プ 形 成 部 材 に は 高 い 成 型 精 度 が 求 め
ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 内 層 １ ａ の 頚 部 ４ は 、 胴 部 ５ に 比 し 延 伸 度 合 が 少 な く 肉 厚 で 剛 性 を も つ た め 、 内 溶
液 押 出 し 後 の 外 層 １ ｂ の 復 帰 に 際 し て 逸 速 し 通 気 孔 ３ を 覆 う 態 様 に 復 帰 し て し ま い 、 肝 心
の 胴 部 ５ へ の 空 気 の 流 入 を 妨 げ る 、 と い う 不 都 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 か か る 実 情 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 上 述 の キ ャ ッ プ
形 成 部 材 に 課 せ ら れ る 高 い 成 型 精 度 要 求 の 解 消 と 、 穿 孔 加 工 の 容 易 さ 、 使 用 時 の 等 気 圧 空
気 以 外 の 水 等 の 侵 入 の 心 配 の 無 さ 、 穿 孔 被 覆 化 粧 の し 易 さ 等 か ら 外 層 １ ｂ の 壜 頚 基 部 ２ に
設 け ら れ る 通 気 孔 ３ に お け る 胴 部 ５ へ の 確 実 な 空 気 の 流 入 の 確 保 と を 、 同 時 達 成 の デ ラ ミ
ボ ト ル 容 器 に お け る 内 、 外 層 間 の 等 気 圧 維 持 ・ 漏 気 阻 止 機 構 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
穿 孔 に 極 め て 好 便 な 上 記 通 気 孔 ３ を 前 提 と し た と こ ろ の キ ャ ッ プ 形 成 部 材 の 成 型 精 度 の 負
担 解 消 を も 含 む 等 気 圧 維 持 ・ 漏 気 阻 止 機 構 の 改 善 の 提 案 は 、 従 来 皆 無 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 技 術 的 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 内 、 請 求 項 １ 記 載 の 手 段 は 、
外 層 １ ｂ の 頚 部 ２ に 穿 孔 の 通 気 孔 ３ に 、 外 気 の 流 入 は 許 容 す る が 漏 気 は 許 容 し な い 逆 止 弁
を 備 え 、 か つ 、 内 層 １ ａ の 頚 部 ４ を 開 脚 の 突 き 出 し を も っ て 所 定 代 押 し 戻 し て 、 常 時 胴 部
５ へ 連 な る 通 路 を 確 保 す る と し た エ ア ー バ ル ブ セ ッ ト を 装 備 す る と し た こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 上 記 構 成 に あ っ て は 、 常 時 胴 部 ５ へ の 空 気 の 流 入 路 が 確 実 に 確 保 さ れ 、 外
気 の 流 入 は 許 容 す る が 漏 気 は 許 容 し な い 逆 止 弁 が 通 気 孔 ３ に 設 け ら れ た こ と に よ っ て 、 通
気 孔 ３ の 前 方 空 間 が 別 段 シ ー ル 空 間 で あ る 必 要 は 無 く な り 、 課 せ ら れ て い た と こ ろ の 厳 し
い 成 型 精 度 要 求 は 全 て 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 の 手 段 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お け る エ ア ー バ ル ブ セ ッ ト ７ の 外 気
の 流 入 は 許 容 す る が 漏 気 は 許 容 し な い 逆 止 弁 を 、 弁 座 中 央 に 、 先 端 太 径 の 、 周 辺 に 通 気 ス
リ ッ ト 溝 を 縦 刻 設 の ポ ー ル を 立 設 の 弁 を 、 セ ッ ト フ レ ー ム の 弁 装 着 用 貫 通 孔 の 下 半 細 径 部
に 所 定 代 往 復 変 位 可 能 に 係 嵌 装 し た 構 成 に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 上 記 構 成 は 、 ポ ー ル ス ラ イ ド の 滑 ら か な 弁 作 動 が 期 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 の 手 段 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お け る エ ア ー バ ル ブ セ ッ ト の 外 気 の
流 入 は 許 容 す る が 漏 気 は 許 容 し な い 逆 止 弁 を 、 セ ッ ト フ レ ー ム の 弁 装 着 用 貫 通 孔 を 、 天 蓋
中 央 の 細 径 孔 と 天 蓋 下 部 の 太 径 孔 と か ら 成 る も の と し 、 当 該 貫 通 孔 に 、 天 端 に 該 細 径 孔 を
塞 ぐ 片 持 ち 舌 片 を 配 設 の 有 天 筒 体 を 係 嵌 装 し た 構 成 に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 上 記 構 成 は 、 舌 片 に よ る 敏 感 な 弁 作 動 が 期 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 の 手 段 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お け る エ ア ー バ ル ブ セ ッ ト の 逆 止 弁
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を 、 セ ッ ト フ レ ー ム の 弁 装 着 用 貫 通 孔 を 、 天 蓋 中 央 の 細 径 孔 と 天 蓋 下 部 の 太 径 孔 と か ら 成
る も の と し 、 当 該 細 径 孔 下 端 弁 座 か ら 僅 か 下 方 の 該 太 径 孔 内 周 壁 に 間 隔 配 設 に て 弁 受 け を
突 設 し 、 当 該 弁 受 け 上 に フ ィ ル ム 弁 を 搭 載 し た 構 成 に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 上 記 構 成 は 、 軽 量 弁 に よ る 一 層 の 俊 敏 化 が 期 し 得 る （ 弁 受 け 上 に 支 持 の フ
ィ ル ム 弁 周 縁 の 屈 曲 で 吸 気 が な さ れ る ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
図 １ ａ 、 ｂ は 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
す な わ ち 、 図 １ ａ に 示 す 如 く 、 外 気 の 流 入 は 許 容 す る が 漏 気 は 許 容 し な い 逆 止 弁 ６ を 備 え
、 内 層 １ ａ の 頚 部 ４ を 開 脚 ７ ａ ， … … の 突 き 出 で も っ て 所 定 代 押 し 戻 す エ ア ー バ ル ブ セ ッ
ト ７ を 通 気 孔 ３ に 装 備 し て 、 常 時 胴 部 ５ へ 連 な る 通 路 ８ を 確 保 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
し か し て 、 外 気 の 流 入 は 許 容 す る が 漏 気 は 許 容 し な い 逆 止 弁 ６ が 直 接 通 気 孔 ３ に 配 さ れ る
こ と と な っ た た め に 、 別 段 通 気 孔 ３ 前 の 空 間 を シ ー ル す る 必 要 は な く な り 、 シ ー ル 無 し で
良 く な り 、 ｂ 図 に 示 す 如 く 、 キ ャ ッ プ 形 成 部 材 ９ （ 図 示 例 は 単 一 部 材 ） の ス カ ー ト 部 ９ ａ
は 高 精 度 成 型 を も っ て 壜 本 体 １ に 対 し て 密 着 す る 必 要 は な い し 、 ひ い て は 、 こ れ ま で の よ
う に 高 精 度 成 型 を も っ て 漏 気 の 無 い 通 路 を 成 型 す る 必 要 も な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 図 中 １ ０ は 、 キ ャ ッ プ 形 成 部 材 ９ に 形 成 の 注 出 口 １ １ に 装 着 の 、 内 溶 液 の 注 出 は 可
能 で 外 気 の 侵 入 は 阻 止 す る 逆 止 弁 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ２ 、 ３ 、 ４ は 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 を 示 す 。
こ の 外 気 の 流 入 は 許 容 す る が 漏 気 は 許 容 し な い 逆 止 弁 ６ は 、 図 ２ 、 ３ に 示 さ れ る 如 く 、 弁
座 に 中 央 に 先 端 太 径 の 、 周 辺 に 通 気 ス リ ッ ト 溝 １ ３ 、 … … を 縦 刻 設 の ポ ー ル １ ４ を 立 設 の
弁 １ ５ を セ ッ ト フ レ ー ム １ ６ の 弁 装 着 用 の 貫 通 孔 １ ７ の 下 半 細 径 部 １ ８ に 所 定 代 往 復 変 位
可 能 に 係 嵌 装 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ポ ー ル １ ４ の レ シ プ 口 動 作 で 弁 開 閉 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ５ 、 ６ 、 ７ は 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 外 気 の 流 入 は 許 容 す る が 漏 気 は 許 容 し な い 逆 止 弁 ６ は 、 図 ５ 、 ６ に 示 さ れ る 如 く 、 セ
ッ ト フ レ ー ム １ ９ の 弁 装 着 用 の 貫 通 孔 ２ ０ を 、 天 蓋 ２ １ 中 央 の 細 径 孔 ２ ２ と 天 蓋 下 部 の 太
径 孔 ２ ３ と か ら 成 る も の と し 、 当 該 貫 通 孔 ２ ０ に 、 天 端 に 該 細 径 孔 ２ ２ を 塞 ぐ 片 持 ち 舌 片
２ ４ を 配 設 の 有 天 筒 体 ２ ５ を 係 嵌 装 し た も の と し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
片 持 ち 舌 片 ２ ４ の 開 閉 扉 動 作 で 、 弁 作 動 を 行 な う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ８ 、 ９ 、 １ ０ は 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 を 示 す 。
こ の 外 気 の 流 入 は 許 容 す る が 漏 気 は 許 容 し な い 逆 止 弁 ６ は 、 図 ８ 、 ９ に 示 さ れ る 如 く 、 セ
ッ ト フ レ ー ム ２ ６ の 弁 装 着 用 貫 通 孔 ２ ７ を 、 天 蓋 ２ ８ 中 央 の 細 径 孔 ２ ９ を 天 蓋 ３ ０ 下 部 の
太 径 孔 ３ １ と か ら 成 る も の と し 、 当 該 細 径 孔 ２ ９ 下 端 弁 座 ３ １ か ら 僅 か 下 方 の 該 太 径 孔 ３
１ 内 周 壁 に 間 隔 配 設 に て 弁 受 け ３ ２ を 突 設 し 、 当 該 弁 受 け ３ ２ 上 に フ ィ ル ム 弁 ３ ３ を 搭 載
し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
フ ィ ル ム 弁 ３ ３ の 周 縁 の 屈 曲 で 形 成 の 隙 間 よ り 吸 気 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 如 く 、 本 発 明 に よ る な ら ば 、 所 謂 デ ラ ミ ボ ト ル 容 器 に お い て 、 好 便 な 壜 口 頚 部 に 穿
孔 さ れ る 通 気 孔 に 生 じ る 不 都 合 を 、 キ ャ ッ プ 形 成 部 材 に 課 さ れ る 成 型 精 度 の 解 消 を も 伴 な
っ て 解 決 す る も の で あ り 、 同 容 器 の 促 進 に 極 め て 重 大 な 貢 献 を 有 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 ａ 、 ｂ は 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 の 実 施 態 様 を 示 す キ ャ ッ プ 形 成 部 材 非 装 着
、 装 着 態 様 で の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 の エ ア ー バ ル ブ セ ッ ト の セ ッ ト ル ー ム の 説 明 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 ａ 、 ｂ は 、 同 じ く 弁 部 材 の 正 、 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 じ く 、 実 施 態 様 拡 大 示 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 の エ ア ー バ ル ブ セ ッ ト の セ ッ ト フ レ ー ム の 正 、 底 面
説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 じ く 、 弁 部 材 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 じ く 、 実 施 態 様 拡 大 示 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 の エ ア ー バ ル ブ セ ッ ト の セ ッ ト フ レ ー ム の 正 、 底 面
説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 同 じ く 、 弁 部 材 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 同 じ く 、 実 施 態 様 拡 大 示 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 所 謂 デ ラ ミ ボ ト ル 容 器 の 通 気 孔 に つ い て の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 ； 　 壜 本 体
１ ａ 　 ； 　 内 層
１ ｂ 　 ； 　 外 層
２ 　 　 ； 　 頚 部
３ 　 　 ； 　 通 気 孔
４ 　 　 ； 　 頚 部
５ 　 　 ； 　 胴 部
６ 　 　 ； 　 逆 止 弁
７ 　 　 ； 　 エ ア ー バ ル ブ セ ッ ト
７ ａ 　 ； 　 開 脚
８ 　 　 ； 　 通 路
９ 　 　 ； 　 キ ャ ッ プ 形 成 部 材
１ ０ 　 ； 　 逆 止 弁
１ １ 　 ； 　 注 出 口
１ ２ 　 ； 　 弁 座
１ ３ 　 ； 　 通 気 ス リ ッ ト 溝
１ ４ 　 ； 　 ポ ー ル
１ ５ 　 ； 　 弁
１ ６ 　 ； 　 セ ッ ト フ レ ー ム
１ ７ 　 ； 　 貫 通 孔
１ ８ 　 ； 　 下 半 細 径 部
１ ９ 　 ； 　 セ ッ ト フ レ ー ム
２ ０ 　 ； 　 貫 通 孔
２ １ 　 ； 　 天 蓋
２ ２ 　 ； 　 細 径 孔
２ ３ 　 ； 　 太 径 部
２ ４ 　 ； 　 舌 片
２ ５ 　 ； 　 有 天 筒 体
２ ６ 　 ； 　 セ ッ ト フ レ ー ム
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２ ７ 　 ； 　 貫 通 孔
２ ８ 　 ； 　 天 蓋
２ ９ 　 ； 　 細 径 孔
３ ０ 　 ； 　 太 径 孔
３ １ 　 ； 　 下 端 弁 座
３ ２ 　 ； 　 弁 受 け
３ ３ 　 ； 　 フ ィ ル ム 弁

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 手 続 補 正 書 】
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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
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